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２１日（金）午前、校内駅伝・マラソン大会を

行いました。校内駅伝大会に関しては、全国・東

北大会に出場する男女メンバーが出場した、県内

中学校で最もハイレベルな大会だったと言えそう

です。

マラソン大会でも駅伝大会でも、一生懸命に走

る生徒の姿に感動し、そんな仲間を一生懸命に応

援している姿に、更に感動させられました。生徒

間の仲の良さ、がんばっている仲間を励まそうと

する思いやりの心等、本校が誇るべき生徒の姿だ

と感じました。

【マラソンのスタート】

【駅伝の最終ランナーを
クラス全員が応援しながら一緒に走る姿に感動!】

午後からは３年ぶりになべっこを行いました。

全校生徒にとって中学校に入学して初めてのなべ

っこでしたが、小学校での経験等を生かしながら、

それほど難儀しないで鍋を作っていたようでした。

仲良く協力しながら鍋を作り、笑顔で一緒に食べ

ている姿を見て、このような学校行事の必要性を

改めて感じたところです。「体験が人を育てる」と

言われますが、小さな教室では育ちにくい様々な

力、普段はできない同級生との様々な交流など、

貴重な体験ができた１日となりました。皆さん、

いい笑顔でした！

【煙にいぶされながら～なべっこの様子 】

今年度８月以降、大曲仙北管内の中学校で２件

の交通事故が発生しており、２

件とも、部活動の帰りに、駐車

場から国道に出ようとした車と

の衝突事故だったようです。

車の運転手は、国道を行き来

する車に意識が向き、歩道を進

校内駅伝・マラソン大会 なべっこ

改めて……交通安全を！

行してくる自転車等に気付きにくい状況にありま

す。このようなことを頭に入れて、これからも事

故を予測し、「かもしれない運転」を心がけましょ

う。

※かもしれない運転：危険予測運転とも言い換え

られます。周囲の状況から、起こるかも知れない

危険な出来事をあらかじめ予測しておくことで、

事故を未然に防ぐのが「かもしれない運転」です。

１１月１日（火）、駐日タイ王国特命全権大使の

シントン・ラーピセートパン大使が来校しま

す。交流が深い美郷町等を訪問するために来

県し、タイのアニュラチャプラシッド校

との交流を重ねている本校に立ち寄る

ものです。

当日は次のような予定になっ

ています。保護者の方々も参加

できますので、ご来場ください。

○１４：３０～ 歓迎セレモニー

・町長さんあいさつ

・校歌斉唱（吹奏楽の演奏） など

○１４：４５～ （４５分間の予定）

・ご講演、生徒感想発表

○その後～ タイコーナー（多目的室）見学

インターアクト部による説明

受付：１４：０５～１４：２０（体育館入り口）

参観場所：体育館ギャラリー

駐車場：体育館横

その他：内履き持参、マスク着用

毎年１１月１日は「あきた教育の日」です。

「あきた教育の日」とは…

県勢発展の原動力は「人」であり、「人」は財

産である。その「人」づくりは教育が担ってい

くものである。このため、県民一人ひとりが教

育に関心をもち、また、学校、家庭、地域、企

業などが連携・協力しながら子どもたちを育て

ていくという共通の認識に立って、教育立県を

めざすために力強い教育を推進していく必要が

ある。子どもたちがやがて、県内外で秋田の発

展を支える「人」となることを願い、「あきた教

育の日」を設ける。

という趣旨のものです。「あきた教育の日」を「子

どもたちの今を語り、未来を語る日」として認識

していただければありがたいです。

あきた教育の日

駐日タイ王国特命全権大使が来校します


